
■
宮
内
地
区
復
興
の
た
め
に

　

平
成
28
年
４
月
の
熊
本
地
震
、

同
６
月
の
豪
雨
災
害
で
被
害
を
受

け
た
宮
内
地
区
の
農
地
で
新
た
な

特
産
物
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

平
成
31
年
３
月
に
宮
内
地
区
山
椒

生
産
組
合
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
１
月
に
地
域
に
元
気

を
取
り
戻
そ
う
と
集
ま
っ
た
地
元

農
家
20
人
で
ぶ
ど
う
山
椒
の
栽
培

を
本
格
的
に
開
始
。
県
の
補
助
事

業
を
活
用
し
、
ぶ
ど
う
山
椒
の
苗

木
４
０
０
本
を
植
栽
。
４
年
目
を

迎
え
、
栽
培
面
積
は
、
１
・
３
ヘ

ク
タ
ー
ル
ま
で
拡
大
し
、
収
穫
量

も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
町
内
の
事
業
所
の
協
力

で
ぶ
ど
う
山
椒
の
苗
木
を
増
や
す

活
動
も
始
ま
っ
て
お
り
、
町
全
体

で
山
椒
栽
培
の
取
り
組
み
が
広

が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

山
椒
甲
佐
産
地
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

山
椒
で
地
域
を
元
気
に
！

宮内地区山椒生産組合

佐藤 直樹 さん

　香辛料や漢方薬など広く使われる山椒の産地化を目指す宮内地区山椒生産組合
が、地域活性化につなげようと植樹を始めて約４年。同組合は町や漢方薬大手

「（株）ツムラ」と連携し、産地化への一歩を踏み出しました。今後、町内全域で
の生産拡大を模索し、地域活性化につなげていきます。

■
高
齢
化
が
進
む
中
山
間
地
に

　
最
適
な
山
椒
に
活
路

　

山
椒
は
宮
内
地
区
で
古
く
か
ら

栽
培
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
生
産

農
家
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

し
た
。

　

直
径
５
㍉
ほ
ど
の
実
を
付
け
る

山
椒
は
実
が
軽
い
た
め
、
高
齢
者

で
も
手
作
業
で
収
穫
で
き
、
里
山

で
課
題
に
な
っ
て
い
る
鳥
獣
被
害

が
比
較
的
少
な
い
で
す
。

　

ま
た
、
山
椒
の
需
要
は
高
ま
っ

て
い
る
な
か
、
国
産
の
山
椒
の
収

穫
量
は
少
な
く
、
国
内
に
競
合
す

る
産
地
が
少
な
い
点
な
ど
に
勝
算

を
見
出
し
ま
し
た
。

　

手
探
り
で
始
め
た
山
椒
栽
培
が

少
し
ず
つ
軌
道
に
乗
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
山
椒
事
業
が
地
域
の
復

興
や
耕
作
放
棄
地
の
改
善
に
つ
な

が
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

▲宮内地区で収穫された山椒 ▲平成28年６月豪雨災害で被害を受けた宮内地区の家屋

宮内地区山椒生産組合

田上 菊夫 組合長
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■
山
椒
を
使
っ
た
商
品
が

　
町
内
各
所
で
！

　
山
椒
は
本
町
特
産
の
ア
ユ

や
ウ
ナ
ギ
と
の
相
性
が
良
い

だ
け
で
な
く
、
近
年
は
西
洋

料
理
や
ス
イ
ー
ツ
な
ど
に
も

利
用
の
幅
が
広
が
っ
て
お
り
、

地
域
活
性
化
の
ス
パ
イ
ス
と

し
て
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。

　
宮
内
地
区
山
椒
生
産
組
合

で
は
、
栽
培
と
並
行
し
て
、

加
工
品
や
メ
ニ
ュ
ー
開
発
に

も
着
手
。
町
の
委
託
を
受
け
、

宮
内
地
区
で
栽
培
さ
れ
た
山

椒
や
他
県
か
ら
取
り
寄
せ
た

山
椒
で
町
内
の
飲
食
店
な
ど

と
試
作
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
甲
佐
町
農
産
物
直

売
所
「
ろ
く
じ
館
」
で
は
、

宮
内
地
区
の
加
工
グ
ル
ー
プ

が
作
っ
た
粉
末
状
の
山
椒
や

山
椒
を
使
っ
た
塩
、
ラ
ー
油

な
ど
の
加
工
品
を
販
売
中
。

　
町
内
の
飲
食
店
に
は
、
山

椒
入
り
の
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ

を
提
供
す
る
店
や
、
照
り
焼

き
チ
キ
ン
や
カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ
、

カ
ク
テ
ル
な
ど
に
山
椒
を
使

用
す
る
店
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
お
店
で
お
買
い
求

め
く
だ
さ
い
。

■
山
椒
や
ミ
シ
マ
サ
イ
コ
を

　
栽
培
し
ま
せ
ん
か
？

　
町
で
は
山
椒
を
栽
培
す
る

農
業
関
係
者
を
応
援
し
て
い

ま
す
。

　
株
式
会
社
ツ
ム
ラ
と
包
括

連
携
協
定
を
締
結
し
、
契
約

栽
培
に
よ
る
山
椒
や
ミ
シ
マ

サ
イ
コ
な
ど
の
生
薬
生
産
の

推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
山
椒
栽
培
に
興
味
が
あ
る

人
は
町
農
政
課
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

　11月12日（日）町生涯学習センター・ホールで甲
佐町と宮内地区山椒生産組合と株式会社ツムラとの包
括連携協定締結式が行われました。
　３者は宮内地区だけでなく町内全域に山椒の栽培を
広げ、地域活性化につなげる目的として包括連携協定
を締結しました。
　今後は協定書に基づき、本町の被災農地や耕作放棄
地の活用や、山椒やミシマサイコなどの生薬栽培を通
じた新たな地域雇用の創出に向けて取り組んでいきま
す。
　甲斐町長は「町も協力し、山椒の収穫の拡大や産地
化を進めて、地域活性化や雇用促進の増加に期待した
いです」と話しました。

山椒の産地化へ
宮内地区、ツムラ、町が連携協定

　12月６日（水）町生涯学習センター・ホールでツム
ラ株式会社との山椒契約栽培などに関する説明会が実
施され、町内の農家など約40人が参加しました。
　同説明会は、町内の山椒とミシマサイコの生産拡大
を目的にツムラ株式会社と宮内地区山椒生産組合が共
催。山椒の栽培方法や適地などの説明が行われました。

町内説明会に多くの参加者

町では山椒の栽培や商品開発を応援しています！

▲山椒栽培の注意点を説明する宮内地区山椒生産組合の佐藤直樹さん

▲包括連携協定を結んだ（左から）宮内地区山椒生産組合の田上組合長、
甲斐町長、ツムラ生薬本部の平手本部長

▲令和５年夏に大きな実を付けた宮内地区の山椒

　【お問い合わせ先】
　町農政課　
　☎096-234-1176
　　（内線１５４）

▲ろくじ館で販売している
　山椒を使った加工品

❖特集　山椒甲佐産地化プロジェクト
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